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連結子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）に関するお知らせ 

 
当社は、2022 年 10 月 17 日開催の取締役会において、2023 年３月１日を実施予定日として、当社が

、当社の連結子会社である株式会社ポムアンを吸収合併することを決議いたしましたので、下記のとお

りお知らせいたします。なお、本合併は、連結子会社を対象とする簡易吸収合併であるため、開示事項

・内容を一部省略して開示しております。 

 

記 

 

１．合併の目的 

株式会社ポムアンは岡山県と広島県の当社店舗内で婦人服、紳士服の専門店を展開し、当社グル

ープの小売事業の一角を担ってまいりました。 

本合併は、小売事業を取り巻く環境の変化に対応し、グループ経営の一層の効率化を目的とする

ものであります。 

 

２．合併の要旨 

(1) 合併の日程 

取 締 役 会 決 議 日  2022年10月17日 

契 約 締 結 日  2022年10月17日 

株 主 総 会  開催いたしません 。(注) 

実施予定日（効力発生日）  2023年３月１日 
 

 (注) 本合併は、当社においては、会社法第 796 条第２項に定める簡易合併であり、株式会社ポム

アンにおいては、会社法 784 条第１項に定める略式合併であるため、それぞれ合併契約承認

株主総会を開催いたしません。 

 

(2) 合併の方式 

当社を存続会社とする吸収合併方式で、株式会社ポムアンは解散いたします。 

 

(3) 合併に係る割当ての内容 

株式会社ポムアンは、当社の 100％子会社であるため、該当事項はありません。 

 

(4) 合併に伴う新株予約権および新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 

 

 



３．当該組織再編の当事会社の概要 （2022 年 10 月 17 日現在、特記しているものを除く） 

    吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

(1) 名 称 株式会社天満屋ストア 株式会社ポムアン 

(2) 所 在 地 岡山市北区岡町 13 番 16 号 岡山市北区岡町 13 番 16 号 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 野口 重明 代表取締役社長 井上 和典 

(4) 事 業 内 容 
食料品、雑貨、衣料品の小売業 

（チェーンストア） 
婦人服、紳士服の専門店 

(5) 資 本 金 3,697,500 千円 10,000 千円 

(6) 設 立 年 月 日 1969 年４月 1日 1984 年９月１日 

(7) 発 行 済 株 式 数  11,550,000 株 600 株 

(8) 決 算 期 ２月末日 ２月末日 

(9) 
大株主及び持株比率 

(2022 年 8 月 31 日現在)  
 

丸田産業株式会社 23.95% 株式会社天満屋ストア    100.00% 

株式会社イトーヨーカ堂 20.00% 
 

株式会社天満屋 12.77% 
 

天満屋ストア共栄会 7.68% 
 

株式会社中国銀行 3.26% 
 

株式会社日本カストディ銀行 3.20% 
 

天満屋ストア共和会 2.77% 
 

三井住友信託銀行株式会社 1.59% 
 

みずほ信託銀行株式会社 1.55%  

三菱食品株式会社 1.46%  

(10) 直前事業年度の財政状態及び経営成績 

決算期 
株式会社天満屋ストア(連結) 株式会社ポムアン(単体) 

2022 年２月期 2022 年２月期 

純 資 産 22,658,653 千円 131,506 千円 

総 資 産 43,255,587 千円 175,644 千円 

１ 株 当 た り 純 資 産 1,967.95 円 219,177.47 円 

営 業 収 益  67,127,052 千円 302,201 千円 

営 業 利 益  2,147,652 千円 13,315 千円 

経 常 利 益  2,456,559 千円 16,017 千円 

当 期 純 利 益  ※ 1,055,194 千円 12,793 千円 

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 91.76 円 21,322.03 円 

※ 親会社株主に帰属する当期純利益であります。 

 

４．当該組織再編後の状況 

本合併において、当社の商号、事業内容、本店所在地、代表者、資本金および決算期に変更はありま

せん。 

 

５．今後の見通し 

 本合併は、100％出資の連結子会社を吸収合併するものであるため、当社の連結業績への影響はあり

ません。 

 

以 上 

 


